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　当JA管内各地では、令和2年産米の収穫作業が順調に進んでいる。各地区の圃場に
は一斉に稲を収穫するコンバインが走り、収穫された米が次 と々集荷施設に運び込まれ
ている。➡記事の詳細は３ページ

JAきたそらちでは、
ホームページとFacebookで、
魅力満載の情報を発信中です！
ぜひ、ご覧ください！
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深川支所（一已地区）　9月10日

北竜支所　9月14日

幌加内支所　9月19日

深川支所（納内地区）9月８日

深川支所（多度志地区）　9月10日

雨竜支所　9月16日

深川支所（音江地区）　9月9日

深川支所（メム地区）9月8日

各　地　区　初　出　荷各　地　区　初　出　荷令和２年産米令和２年産米

【多度志南】　（株）ピースファーミング
　　　　　　　（左から2人目）
【多度志南】　（株）ピースファーミング
　　　　　　　（左から2人目）

【納内】谷岡　勤さん（左から2人目）【納内】谷岡　勤さん（左から2人目）

【一已第6】　小林　松二さん（中央）【一已第6】　小林　松二さん（中央）

（左3人目から）
【古作】干場　守さん　【西川】藤井　啓二さん
【古作】渡邊　靖範さん

（左3人目から）
【古作】干場　守さん　【西川】藤井　啓二さん
【古作】渡邊　靖範さん

【幌里】　古林　一文さん（左から3人目）
【幌里】　横窪　敏明さん（左から4人目）
【幌里】　古林　一文さん（左から3人目）
【幌里】　横窪　敏明さん（左から4人目）

【北東】　中野　修さん（左から3人目）【北東】　中野　修さん（左から3人目）

【内園】　加賀美　勇さん　
　　　　　※写真は匠さん（中央）
【内園】　加賀美　勇さん　
　　　　　※写真は匠さん（中央）

【本牧】　合同会社　共栄ファーム（左から2人目）
【中央】　大林　俊之さん（左から3人目）
【西】　　廣瀬　　功さん（左から5人目）

【本牧】　合同会社　共栄ファーム（左から2人目）
【中央】　大林　俊之さん（左から3人目）
【西】　　廣瀬　　功さん（左から5人目）
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　8月28日、水稲直播研究会（五十嵐幸男会長）が現地研修会を実施した。会員11

名に加え次年度より水稲直播の作付を予定している1名が参加し、JA管内各地区で

直播栽培に取り組む会員の圃場5か所を巡回した。

　同研修会は、毎年この時期に開催しており、会

員は各圃場で生育進度などの確認や、それぞれ行

っている対策等の情報交換を行った。

　参加した会員は、「生育のバラつきはあるが研

究会全体としてはおおむね良好。収穫まで稲の倒

伏が無い事を祈る」と話す。

【米穀課　松田】

　9月6日より、深川支所納内地区を皮切りに、JA管内各地で令和2年産米の収穫作業が始まった。

　納内地区の谷岡勤さん（表紙写真）が管内のトップを切って作業を始め、初日は「ゆめぴりか」を

1haほど刈り取った。谷岡さんは、農薬や化学肥料を軽減して生産するYES!clean栽培に取り組み、「ゆ

めぴりか」「きらら397」を合わせて約8haに作付けしている。8日には刈り取った「ゆめぴりか」

6.5ｔをJA納内検査場へ持ち込んだ。

　谷岡さんは、「今年は昨年より刈り取り開始が2日遅くなったが、無事に始められてよかった。コロ

ナの影響で外食産業が落ち込み米価の下落が心配になるが、例年通り作業を頑張りたい」と笑顔で話す。

　今年のJA管内の水稲作付面積（うるち米）は8,900haとなっている。米穀課職員は今年の生育に

ついて、「6月中旬から下旬にかけての低温・日照不足による影響で平年に比べて茎数が少ない品種も

あるが、生育は順調に進んだ。出来秋を期待したい」と話す。各地区では9月15日前後から稲刈り

作業が本格的に始まっており、10月上旬まで続く。

水稲直播研究会　現地研修会を実施
水稲直播研究会　現地研修会を実施
水稲直播研究会　現地研修会を実施水稲直播研究会　現地研修会を実施

販売部販売部販売部販売部

令和2年産米の収穫作業
管内各地区でスタート

令和2年産米の収穫作業
管内各地区でスタート 販売部販売部販売部販売部
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　深川市の生産者や行政、当JAなどの農業関係団体で組織する深川市農業対策協議会（遠藤良明本部長）は、

市内の小中学校や保育施設、飲食店に深川産米計約1.6ｔを寄贈した。

　この寄贈は、同協議会が毎年7月下旬に農畜産物のPR活動と地産地消の普及を目的に開催する「スロー

フードフェスタ」が今年は新型コロナウイルスの影響で開催中止になったことを受け、コロナ禍でも地元の

食材を広く市民にPRする機会を継続し、また地元市民や外出自粛によって影響を受けている飲食店を応援

しようという思いから企画した。

　同協議会では「深川産米ななつぼし１袋（300g入り）」を約5,400袋用意し、21日には市内の保育施設

11か所、25日には市内の小中学校8か所と企画の趣旨に賛

同した飲食店64店舗を訪問し寄贈した。

　深川市立深川小学校を訪問した遠藤本部長は、「子ども達に

地元のお米をたくさん食べてもらい、元気になってほしい」

と深川産米を手渡し、受け取った佐藤浩之校長は「未来を担

う子ども達のために贈呈いただき心より感謝します」とお礼

を述べた。

農業
振興部
農業
振興部
農業
振興部
農業
振興部深川市内小中学校や飲食店などに深川産米を寄贈深川市内小中学校や飲食店などに深川産米を寄贈

深川市農業対策協議会

　9月8日、ＪＡきたそらち女性大学「カレッジあみてぃえ」の第3講が北広島市で開催され、受講生27名が参

加した。第３講は「農福連携を学ぼう！」と題し、農福連携について事務局からの説明後、北広島市の（同）竹

内農園を視察した。

　竹内農園では、代表社員の竹内巧氏より農福連携に取り組んだ

経緯や、実際に障がい者の方々がどのような作業を行っているか、

また障がい者でも収穫しやすい大きさや固さなどを品目選定の基準

とした野菜を15種類栽培していることなどについて説明を受けた。

新規就農7年目の竹内氏は、「障がい者のために働ける環境である

農家をしていきたい」と強く語った。

　竹内農園の視察のほか、今年6月にオープンしたJA全農が運営

するレストラン「みのるダイニング」での昼食や、ホクレンが運営

する直売所「くるるの杜」で新鮮な農畜産物や道内各地の加工品

などの買い物も楽しんだ。参加した受講生は「農福連携の取り組

みについてよく知らなかった。学べてよかった」と感想を話す。

※体温測定やマスクの着用、手指等の消毒など新型コロナウイルス

感染症対策を徹底した上で開催しています。

【営農企画課　佐藤】
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（ⓒよい食P）
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　8月27日、「北育ち元気塾」の第5回研修会が、JA

北いぶき本所や雨竜町などで開催され、塾生6名が出席

した。

　JA北いぶき本所では、空知農業改良普及センター北

空知支所の重盛隆主査より「不稔調査・収量構成要素・

刈取り適期」について講義を受け、塾生は登熟歩合や不

稔歩合などを調査した。また同JA農業機械整備総合セ

ンターでは、施設事業部の六田学次長より「農業機械の

保守点検整備」についての講義を受け、コンバインのメ

ンテナンス方法や点検のタイミング・頻度について学ん

だ。

　その後、雨竜町へ移動し北海道農業士の野原康文氏（雨

竜町）より、複合経営の事例紹介「我が家の経営」につ

いて講話を受けた。

【営農企画課　石野】
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　【新規就農希望者受入農家・新規就農希望者募集】
　ＪＡきたそらちでは、新規就農希望者を受け入れていただける生産者を募集しております。興味がある方は、下記

にお問い合わせ願います。

　また、ＪＡホームページ・新農業人フェア等で新規就農者の募集も実施しておりますので、お気軽にご相談願います。

◇　問い合わせ先：農業振興部　営農企画課【TEL：0164-26-0134】

◇　ホームページ：http://www.ja-kitasorachi.com/farmer/index.html
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青年部
だより
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　8月25日、青年部一已支部（小畑雅英支部長）が視察研修を実施し、部員10名が参加した。同支部では例

年深川市内外で視察研修を行っており、今回は直播栽培をしている市内生産者の中で、生育が順調に進んでいる

圃場2か所を訪問し、生育状況の確認や直播栽培のメリット、圃場管理の仕方などを学んだ。

　最初に、水稲圃場の全てで湛水直播圃場栽培を行う山本徳範

氏（納内地区）の圃場を訪問した。山本氏は今年度の耕種概要を、

圃場の土壌成分や防除の工夫などの点から説明し、「直播栽培は

温床ハウスや移植作業がないから楽にできる」などと直播栽培の

メリットを話した。説明を受けた部員は、水管理の仕方や倒伏し

にくくさせるためのコツなどを質問した。

　次に、今年から直播栽培を始めた松本孝一氏（一已地区）の

圃場を訪問した。松本氏は、直播栽培を始めたばかりで管理に苦

労していることを話しつつも、省力化に繋がっていることを説明

し、また導入については、「高低差により上の圃場から浸透水が

あるところは直播栽培に向かない」などとアドバイスした。

小畑支部長は、「以前、研究会のオペレーターとして直播栽培に

関わっていた時よりも栽培技術が確立されており、非常に勉強に

なる研修となった。研修を通して、部員が直播栽培を始めるきっ

かけになれば」と感想を話す。

【米穀課　松田】

　9月3日と4日の2日間、青年部深川支部（鬼原慎一支部長）が深川支所メム地区で水稲の坪刈り・

収量調査を行った。

　3日に部員の圃場を巡回して「ななつぼし」「ふっくりんこ」「ゆめぴりか」の３品種それぞれ２筆

ずつを坪刈りし、翌4日に乾燥させた稲の脱穀作業を行った。今年度から青年部に新しく入部した

部員もいたため、先輩部員たちが作業方法を丁寧に教えながら、ケガをしないよう慎重に作業に取

り組んでいた。

　参加した部員は、「今年の調査結果は、昨年よりも

予想反収が多かったため、これからの収穫作業に期

待が膨らむ」と話す。

【資材推進課　中村】

青年部一已支部青年部一已支部青年部一已支部青年部一已支部

水稲直播圃場を視察水稲直播圃場を視察水稲直播圃場を視察水稲直播圃場を視察

青年部深川支部

水稲の坪刈り・収量調査を実施
青年部深川支部
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『部員タオル1本運動』

福祉施設へ
タオルを
贈呈

福祉施設へ
タオルを
贈呈

　当JA女性部（宮田浩子部

長）は、自宅にあるタオルを

1人一本持ち寄り、各地域の福祉施設へ贈る「部員タオル１本運動」

を行った。一本以上持ってきた部員も多数おり、現在総部員数

483名のところ740本が集まった。

　毎年行っているこの運動は、近年施設でタオルが不足している

事もあり、施設関係者の方々に大変喜ばれている。

　集められたタオルは、施設清掃以外にも施設の利用者が簡単な

ストレッチを行ったり、手縫いで雑巾を作ったりと運動や入浴など

にも活用されている。　　　　　　　　　　【営農企画課　墓田】

介護老人保健施設
エーデルワイス

永福園
デイサービスセンター

深川特別養護老人ホーム
清祥園

老人ホーム
こんにちわ
　金さん銀さん

多度志生活支援ハウス
しらゆりの里

特別養護老人ホーム
雨竜寿園

社会福祉法人
北竜町社会福祉協議会

特別養護老人ホーム
北竜町永楽園

NPO法人
よるべさ

女性部
だより
女性部
だより
女性部
だより
女性部
だより
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　女性部では毎年、“きらきら輝ける素敵な女性”を目指すため「さくらカレッジ」

を開催しており、今年は8月21日に営農センターで開催し部員40名が参加した。

今回は、材料が100円均一ショップで揃い小学生でも簡単に作ることができる

「ジェルキャンドル製作体験」を行った。

　ジェルキャンドルは、瓶の中にキャンドル芯、カラフルな砂、色付きの消臭剤、

貝殻、ドライフラワー、ビーズなどを飾りつけ湯せんで液状になったジェルを瓶

に入れ冷ませば完成する。お花や貝殻など様々な飾りをたくさん入れ、インテリ

アとして華やかに飾りつけるなど、個性あふれるジェルキャンドルを

部員1人2本ずつ製作した。

　参加した部員は「簡単で子供でも安全に作業できる内容が良かっ

た」「家に帰って家族でまた作りたい！」と笑顔で話す。新型コロナ

ウイルスの影響を受け、各支部の行事が中止となっている中での開催

となり、久しぶりに会う仲間と楽しいひと時を過ごした。

【営農企画課　佐藤】

　8月24日から1泊2日で、第16回JAきたそらち女性部合同研修が開催され、各支部から部員22名が参加した。

今回は『土に触れ、アイヌ文化にふれる』をテーマに、陶芸体験と今年7月に開業した民族共生象徴空間ウポポ

イを見学した。

　陶芸体験では、江別市の「農業法人風の村 アトリエ陶」を訪

問し、1㎏の粘土から器や人形などを製作した。テレビなどで見る

ように粘土が思い通りの形にならないため参加者は悪戦苦闘して

いたが、楽しかったという声が多く上がり、「支部研修でまた来た

い」と話す部員もいた。

　「民族共生象徴空間ウポポイ」では、『チセ』というアイヌの住

居を再現した建物の中で当時の建築様式や風習などの説明を受け、

またポロト湖をバックにした屋外ステージで「コタンの語り」を聞

き、参加者は北海道の先住民族であるアイヌのくらしと文化につい

て学んだ。ウポポイに隣接する予約制の「国立アイヌ民族博物館」

では、「ことば」「世界」「くらし」「歴史」「仕事」「交流」の6つ

のテーマで資料などが展示されており、同じ北海道に住む者として

知らない歴史が多くあり、参加者全員が大変興味深く見学してい

た。

　今回は国土交通省・観光庁が推奨する『新しい旅のエチケット』

に基づき、新型コロナウイルス感染予防対策を徹底し開催しており、様々な制限のある中ではあったが参加

者全員が研修を楽しんだ。

【営農企画課　墓田】

「さくらカレッジ」開催「さくらカレッジ」開催「さくらカレッジ」開催

第16回

JAきたそらち女性部合同研修
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女性部
だより
女性部
だより
女性部
だより
女性部
だより女性部フレッシュミズ

合同交流会　開催
女性部フレッシュミズ

合同交流会　開催
女性部フレッシュミズ

合同交流会　開催
女性部フレッシュミズ

合同交流会　開催

　8月29日、深川市のアグリ工房まあぶで「農業者応援！ふかがわ新

そばマルシェ」が開催された。昨年までは「ふかがわ新そばフェスタ」

の名称で開催していたが、新型コロナウイルス感染症の拡大により、価

格低下などの影響を受けた「そば」などの農産物の消費拡大を図るため、

今年は名称を変え、来場者を同市民に限定して開催した。来場者にはマ

スクの着用や検温、また受付にて住所・氏名・電話番号の記入を義務

付けるなど感染症対策を徹底した。

　会場では、同市多度志町のそば愛好家団体「多度志そば工房」と「ア

グリ工房まあぶ」が出店し、多度志町で収穫されたばかりの深川産「キ

タワセソバ」を使用した新そばを一杯500円で提供した。この日はあ

いにくの雨となったが、来場した深川市民は、収穫したての新そばの味

と香りを楽しんだ。

　家族で来場した30代の男性は、「コロナの影響でイベントが中止とな

り新そばを楽しめる機会がないと思ったが、万全な感染症対策のもと開

催していただいたので、今年も美味しい地元の新そばを食べることができて満足」と笑顔で話す。

　会場では他にも、深川産そばの実を使ったおむすび「深川そばめし」や「ふかがわポーク」など同市の特産品

や農畜産物の販売も行われた。

ふかがわ新そばマルシェ 開催

　8月31日、女性部フレッシュミズの各支部から部員15名が集まり、深川市文化交流ホールみ・らいのワ

ークショップルームで第15回合同交流会が開催された。今回は、「フィットネスダンスエクササイズ認定講師」

である千石なつみ氏を講師に迎え「ズンバ教室」を行った。

　参加した部員は、千石氏の指導を受けながら、ラテン音楽を中心に世界中の音楽のリズムに合わせて体を

動かし汗を流した。日常生活であまり動かさない体の部位をダンスで使ったこともあり、すぐに筋肉痛にな

る部員もいた。参加した部員の多くは今回の教室で初めてズンバダンスを体験したが、リズミカルな音楽と

千石氏の明るい掛け声で踊るダンスはとても楽しかったと好評で、「またズンバダンスをしたい」と多くの参

加者から声が上がった。

　体を動かした後は、レストラン空音（音江地区）で懇親会を行い、普段会うことの少ない他支部の部員と

交流しながら食事を楽しんだ。

【営農企画課　佐藤】
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　「
今
年
は
面
積
が
増
え
た
し

所
得
が
出
そ
う
だ
か
ら
、
専

従
者
に
多
め
に
給
与
を
払
お

う
！
」

　
あ
り
が
ち
な
話
で
す
が
、

思
わ
ぬ
落
と
し
穴
が
隠
れ
て

い
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
今

回
は
専
従
者
給
与
に
つ
い
て

掘
り
下
げ
て
み
た
い
と
思
い

ま
す
。

　　
国
税
庁
の
タ
ッ
ク
ス
ア
ン

サ
ー
に
よ
れ
ば
、「
生
計
を
一

に
し
て
い
る
配
偶
者
そ
の
他

の
親
族
が
納
税
者
の
経
営
す

る
事
業
に
従
事
し
て
い
る
場

合
、
納
税
者
が
こ
れ
ら
の
人

に
給
与
を
支
払
う
こ
と
が
あ

り
ま
す
。
こ
れ
ら
の
給
与
は

原
則
と
し
て
必
要
経
費
に
は

な
り
ま
せ
ん
が
、
次
の
よ
う

な
特
別
の
取
扱
い
が
認
め
ら

れ
て
い
ま
す
。」
と
あ
り
ま
す
。

　
こ
の
「
特
別
な
取
扱
い
」

が
青
色
専
従
者
給
与
と
白
色

専
従
者
控
除
で
す
。

　
で
は
、
特
別
の
取
扱
い
の

要
件
を
見
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

　
ま
ず
、「
専
従
者
」
と
は
、

次
の
３
要
件
を
満
た
す
必
要

が
あ
り
ま
す
。

・
納
税
者
と
生
計
を
一
に
す
る

配
偶
者
そ
の
他
の
親
族
で
あ

る
こ
と

・
そ
の
年
の
12
月
31
日
現
在
で

年
齢
が
15
歳
以
上
で
あ
る
こ

と
・
そ
の
年
を
通
じ
て
６
月
を
超

え
る
期
間
、
そ
の
納
税
者
の

営
む
事
業
に
専
ら
従
事
し
て

い
る
こ
と

　
３
要
件
の
内
、
判
断
を
迷

う
の
が「
生
計
を
一
に
」と「
専

ら
従
事
」
と
い
う
要
件
で
す
。

　　「
生
計
を
一
に
す
る
」
と
は
、

同
居
の
意
味
で
は
あ
り
ま
せ

ん
。
納
税
者
と
日
常
生
活
の

資
を
共
通
し
て
い
る
こ
と
を

言
い
ま
す
。

　
具
体
的
に
は
、
別
居
で
も

仕
送
り
を
受
け
て
生
計
を
立

て
て
い
る
場
合
は
生
計
を
一

に
す
る
と
判
断
さ
れ
ま
す
。

　
ま
た
、
一
つ
屋
根
の
下
の

場
合
は
基
本
的
に
は
生
計
を

一
に
す
る
と
さ
れ
ま
す
が
、

日
常
生
活
に
係
る
物
や
支
出

が
そ
れ
ぞ
れ
独
立
し
て
い
る

場
合
は
生
計
が
別
と
判
断
さ

れ
ま
す
。

　「
専
ら
従
事
」
と
は
、
法
令

で
画
一
的
に
規
定
さ
れ
て
い

る
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　
判
例
に
よ
れ
ば
「
事
業
者

の
営
む
事
業
の
業
種
・
業
態
・

当
該
親
族
が
従
事
し
て
い
る

具
体
的
労
務
内
容
や
そ
の
事

務
量
を
勘
案
し
、
社
会
通
念

に
従
っ
て
『
専
ら
従
事
す
る
』

も
の
と
い
え
る
か
ど
う
か
を

判
断
す
る
よ
り
ほ
か
は
な
い

と
い
う
べ
き
で
あ
る
」（
千
葉

地
方
裁
判
所
平
成
22
年
２
月

26
日
判
決
）

　「
社
会
通
念
」
つ
ま
り
、
社

会
一
般
に
通
用
し
て
い
る
常

識
で
判
断
す
る
ほ
か
な
い
と

言
っ
て
い
ま
す
。

　
た
だ
し
、
専
ら
従
事
し
て

い
る
と
認
め
ら
れ
な
い
事
例

と
し
て
次
が
あ
り
ま
す
。

１
．
学
生
・
生
徒
（
定
時
制

の
生
徒
が
昼
間
従
事
す

る
な
ど
そ
の
事
業
に
専

ら
従
事
す
る
こ
と
が
妨

げ
ら
れ
な
い
者
を
除
く
）

２
．
他
に
職
業
を
有
す
る
者

（
そ
の
職
業
に
従
事
す
る

時
間
が
短
い
な
ど
当
該

事
業
に
専
ら
従
事
す
る

こ
と
が
妨
げ
ら
れ
な
い

者
を
除
く
）

３
．
老
衰
そ
の
他
心
身
の
障

害
に
よ
り
事
業
に
従
事

す
る
能
力
が
阻
害
さ
れ

て
い
る
者

　　
な
お
、
専
従
者
で
あ
っ
て

も
出
勤
簿
や
日
報
な
ど
の
帳

簿
の
記
載
を
税
務
署
長
か
ら

求
め
ら
れ
る
可
能
性
も
あ
り

ま
す
。

　
専
従
者
給
与
は
特
別
な
扱

い
の
た
め
、
そ
の
特
別
な
扱

い
を
受
け
る
条
件
に
合
致
し

て
い
る
立
証
責
任
は
納
税
者

に
あ
る
の
で
す
。

　
ま
ず
、「
青
色
事
業
専
従
者

給
与
に
関
す
る
届
出
書
」
に

記
載
さ
れ
て
い
る
方
法
と
金

額
の
範
囲
内
で
あ
る
こ
と
が

必
要
で
す
。
そ
の
上
で
、
そ

の
労
働
の
対
価
と
し
て
相
当

で
あ
る
と
認
め
ら
れ
る
も
の

は
必
要
経
費
に
算
入
さ
れ
ま

す
。

　
労
働
の
対
価
と
し
て
相
当

と
は
世
間
一
般
に
妥
当
と
さ

れ
る
額
で
あ
り
、
イ
メ
ー
ジ

と
し
て
は
家
族
以
外
の
他
人

に
同
じ
仕
事
を
頼
ん
だ
際
に

支
払
う
で
あ
ろ
う
額
で
す
。

　
青
色
申
告
の
場
合
は
適
正

額
で
あ
れ
ば
青
色
事
業
専
従

者
給
与
を
支
給
し
た
結
果
、

赤
字
と
な
っ
て
も
認
め
ら
れ

ま
す
。

　
ま
た
、
白
色
専
従
者
控
除

の
場
合
は
次
の
ど
ち
ら
か
低

い
額
で
す
。

・
配
偶
者
は
86
万
円
、
配
偶
者

以
外
は
50
万
円

・
専
従
者
控
除
前
の
事
業
所
得

等
の
金
額
を
専
従
者
の
数
＋

１
で
割
っ
た
金
額
　

　
こ
の
場
合
の
＋
１
は
事
業

主
を
意
味
し
ま
す
。
結
果
、

一
人
当
た
り
の
専
従
者
控
除

が
事
業
主
の
所
得
を
超
え
る

税理士法人　中央総合会計による税理士法人　中央総合会計による

知っておきたい得する経営情報知っておきたい得する経営情報知っておきたい得する経営情報知っておきたい得する経営情報 第2回第2回

実
は
奥
が
深
い
専
従
者
の
話

 

生
計
を
一
に
す
る

 

家
族
に
対
す
る
給
与

の
原
則
的
取
扱
い

 

専
ら
従
事
し
て
い
る

こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。

専
従
者
名
義
の
専
従
者
給
与

受
取
口
座
は
、
専
従
者
本
人

の
管
理
（
自
由
に
引
き
出
し

て
使
え
る
状
態
）
と
な
っ
て

い
ま
す
か
？
事
業
者
が
管
理

し
て
い
る
場
合
や
現
金
支
給

の
場
合
、
支
払
そ
の
も
の
が

否
認
さ
れ
る
可
能
性
が
あ
り

ま
す
。

　
配
偶
者
そ
の
他
の
親
族
に

対
す
る
支
払
は
原
則
と
し
て

必
要
経
費
に
な
ら
な
い
た
め
、

特
別
に
認
め
ら
れ
て
い
る
専

従
者
給
与
に
該
当
し
な
い
退

職
金
は
経
費
に
な
り
ま
せ
ん
、

支
払
っ
た
場
合
は
贈
与
と
な

り
ま
す
。

　
た
だ
し
、
青
色
事
業
専
従

者
が
小
規
模
企
業
共
済
に
加

入
し
て
い
な
い
場
合
に
は
、

中
小
企
業
退
職
金
共
済
に
加

入
す
る
こ
と
は
可
能
で
掛
金

は
必
要
経
費
と
な
り
ま
す
。

　
専
従
者
は
事
業
主
の
扶
養

に
は
入
れ
ま
せ
ん
が
、
事
業

主
本
人
の
合
計
所
得
が
48
万

以
下
（
令
和
２
年
以
降
）
の

場
合
に
は
事
業
主
が
専
従
者

の
扶
養
に
入
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。
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（
そ
の
職
業
に
従
事
す
る

時
間
が
短
い
な
ど
当
該

事
業
に
専
ら
従
事
す
る

こ
と
が
妨
げ
ら
れ
な
い

者
を
除
く
）

３
．
老
衰
そ
の
他
心
身
の
障

害
に
よ
り
事
業
に
従
事

す
る
能
力
が
阻
害
さ
れ

て
い
る
者

　　
な
お
、
専
従
者
で
あ
っ
て

も
出
勤
簿
や
日
報
な
ど
の
帳

簿
の
記
載
を
税
務
署
長
か
ら

求
め
ら
れ
る
可
能
性
も
あ
り

ま
す
。

　
専
従
者
給
与
は
特
別
な
扱

い
の
た
め
、
そ
の
特
別
な
扱

い
を
受
け
る
条
件
に
合
致
し

て
い
る
立
証
責
任
は
納
税
者

に
あ
る
の
で
す
。

　
ま
ず
、「
青
色
事
業
専
従
者

給
与
に
関
す
る
届
出
書
」
に

記
載
さ
れ
て
い
る
方
法
と
金

額
の
範
囲
内
で
あ
る
こ
と
が

必
要
で
す
。
そ
の
上
で
、
そ

の
労
働
の
対
価
と
し
て
相
当

で
あ
る
と
認
め
ら
れ
る
も
の

は
必
要
経
費
に
算
入
さ
れ
ま

す
。

　
労
働
の
対
価
と
し
て
相
当

と
は
世
間
一
般
に
妥
当
と
さ

れ
る
額
で
あ
り
、
イ
メ
ー
ジ

と
し
て
は
家
族
以
外
の
他
人

に
同
じ
仕
事
を
頼
ん
だ
際
に

支
払
う
で
あ
ろ
う
額
で
す
。

　
青
色
申
告
の
場
合
は
適
正

額
で
あ
れ
ば
青
色
事
業
専
従

者
給
与
を
支
給
し
た
結
果
、

赤
字
と
な
っ
て
も
認
め
ら
れ

ま
す
。

　
ま
た
、
白
色
専
従
者
控
除

の
場
合
は
次
の
ど
ち
ら
か
低

い
額
で
す
。

・
配
偶
者
は
86
万
円
、
配
偶
者

以
外
は
50
万
円

・
専
従
者
控
除
前
の
事
業
所
得

等
の
金
額
を
専
従
者
の
数
＋

１
で
割
っ
た
金
額
　

　
こ
の
場
合
の
＋
１
は
事
業

主
を
意
味
し
ま
す
。
結
果
、

一
人
当
た
り
の
専
従
者
控
除

が
事
業
主
の
所
得
を
超
え
る

「安心」が、私たちの商品です。
http://www.csk-i.com

税理士法人
中央総合会計

開催日時：11月6日(金)　午前10時から
開催場所：営農センター小会議室
定　　員：１日5名の人数制限のため要申込
申込期限：10月23日（金）まで　※相談会開催2週間前
申 込 先：農業振興部営農企画課　　墓田（℡：0164-26-0134）
お問合せ：　　　　　　　　　　　〃　　　　　　　　　　　

 

経
費（
控
除
）と
し
て

認
め
ら
れ
る
額
は
？

税務相談会のお知らせ税務相談会のお知らせ税務相談会のお知らせ税務相談会のお知らせ

こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。

専
従
者
名
義
の
専
従
者
給
与

受
取
口
座
は
、
専
従
者
本
人

の
管
理
（
自
由
に
引
き
出
し

て
使
え
る
状
態
）
と
な
っ
て

い
ま
す
か
？
事
業
者
が
管
理

し
て
い
る
場
合
や
現
金
支
給

の
場
合
、
支
払
そ
の
も
の
が

否
認
さ
れ
る
可
能
性
が
あ
り

ま
す
。

　
配
偶
者
そ
の
他
の
親
族
に

対
す
る
支
払
は
原
則
と
し
て

必
要
経
費
に
な
ら
な
い
た
め
、

特
別
に
認
め
ら
れ
て
い
る
専

従
者
給
与
に
該
当
し
な
い
退

職
金
は
経
費
に
な
り
ま
せ
ん
、

支
払
っ
た
場
合
は
贈
与
と
な

り
ま
す
。

　
た
だ
し
、
青
色
事
業
専
従

者
が
小
規
模
企
業
共
済
に
加

 

支
払
い
だ
け
で
は
Ｎ
Ｇ
、

通
帳
の
管
理
は
？

 

退
職
金
は

認
め
ら
れ
る
か
？

入
し
て
い
な
い
場
合
に
は
、

中
小
企
業
退
職
金
共
済
に
加

入
す
る
こ
と
は
可
能
で
掛
金

は
必
要
経
費
と
な
り
ま
す
。

　
専
従
者
は
事
業
主
の
扶
養

に
は
入
れ
ま
せ
ん
が
、
事
業

主
本
人
の
合
計
所
得
が
48
万

以
下
（
令
和
２
年
以
降
）
の

場
合
に
は
事
業
主
が
専
従
者

の
扶
養
に
入
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。

 

事
業
主
の
合
計
所
得
が

48
万
以
下（
令
和
２
年
以
降
）

の
場
合

（11） ＪＡきたそらちＪＡきたそらち



経済部 燃料課からのお知らせ

（12） ＪＡきたそらちＪＡきたそらち



【著者】石田邦雄（いしだくにお）氏
1946年北海道新得町生まれ。(有)石田コンサルタントオフィス代表取締役、めでる研究室主宰。
国鉄、会計事務所を経て中小企業診断士として独立開業。
現在は社会保険労務士、キャリアコンサルタントとして、組織改革や人材育成に携わる。人と企業
のマッチングを目指し、中小企業大学校を初めJAカレッジなど、多くの団体、企業と携わる。「教
えるよりも考える」、「学ぶより気づく」を柱に、体験学習を交えたわかり易い研修が特徴。著書に「産
業カウンセリング」や「縁を紡ぎ、人を育む」など多数。

能
動
的
に
問
題
と
向
き
合
お
う

　
お
盆
を
過
ぎ
た
８
月
の
19
日
と
20
日
、「
サ

ム
ラ
イ
塾｣

と
「
自
分
塾(

管
理
職
編)｣

で
、

相
次
い
で
講
義
を
さ
せ
て
頂
き
ま
し
た
。
前
者

は
２
年
目
と
い
う
こ
と
も
あ
り
既
に
16
講
目
、

後
者
は
今
年
度
か
ら
の
ス
タ
ー
ト
で
６
月
に
次

い
で
の
２
回
目
と
な
り
ま
す
。
ど
ち
ら
も
冒
頭

に
て
こ
ん
な
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
送
ら
せ
て
頂
き
ま

し
た
。「
Ｊ
Ａ
き
た
そ
ら
ち
は
職
員
数
が
３
０

０
名
ほ
ど
の
大
き
な
組
織
で
す
。
そ
の
中
で
先

日
、
常
勤
役
員
が
職
員
個
々
に
対
し
て
個
人
面

談
を
し
た
と
い
う
こ
と
を
聞
き
ま
し
た
。
こ
れ

は
口
で
い
う
の
は
簡
単
で
す
が
、
そ
う
そ
う
で

き
る
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
私
は
そ
こ
に
Ｊ

Ａ
き
た
そ
ら
ち
の
『
人
に
対
す
る
本
気
度
』
が

見
え
て
く
る
よ
う
に
思
う
の
で
す
が
。
そ
の
為

に
も
、
そ
の
期
待
に
応
え
る
私
達
で
あ
り
た
い

も
の
で
す
ね｣

と
。

　
こ
の
両
者
は
対
象
も
目
的
も
異
な
り
、
内
容

的
に
も
大
き
な
違
い
が
あ
り
ま
す
。た
だ
今
回
、

奇
し
く
も
一
緒
だ
っ
た
の
が
「
職
場
に
お
け
る

問
題
解
決｣

で
す
。
企
業
は
環
境
適
応
業
で
あ

り
、
多
様
な
人
達
の
集
合
体
で
す
。
と
し
た
ら

組
織
と
は
あ
る
意
味
、
問
題
が
あ
っ
て
当
た
り

前
で
す
。
マ
ク
ド
ノ
ー
と
い
う
方
が
「
企
業
は

解
決
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
問
題
の
集
合
体｣

と
い
っ
て
い
ま
す
。
加
え
て
「
経
営
活
動
と
は

問
題
解
決
活
動｣

で
あ
り
、
管
理
活
動
は
「
具

体
的
な
問
題
解
決
活
動｣

と
も
。
に
も
関
わ
ら

ず
、
こ
う
し
て
多
く
の
研
修
等
に
携
わ
っ
て
き

ま
す
と
、
様
々
な
場
面
に
遭
遇
し
ま
す
。

　
よ
く
私
は
管
理
職
研
修
等
で
「
今
、
あ
な
た

が
抱
え
て
い
る
問
題
点
は
？｣

と
尋
ね
た
り
し

ま
す
。
す
る
と
「
何
も
あ
り
ま
せ
ん｣

と
ケ
ロ

リ
と
口
に
す
る
人
が
い
ま
す
。
そ
う
し
た
時
に

私
は
次
の
よ
う
に
問
い
か
け
ま
す
。「
そ
れ
は

あ
な
た
が
現
状
に
満
足
を
し
『
よ
り
よ
く
す
る

に
は
？
』
な
ど
の
問
題
意
識
が
薄
い
現
れ
か
も

し
れ
ま
せ
ん
ね｣

と
。
ち
な
み
に
問
題
に
も
大

き
く
分
け
て
２
つ
あ
り
ま
す
。
１
つ
は
職
場
で

起
き
て
い
る
ク
レ
ー
ム
や
ト
ラ
ブ
ル
な
ど
の
よ

う
な
「
発
生
型
の
問
題(

ぶ
つ
か
る
問
題)｣

と

い
わ
れ
る
も
の
と
、
も
う
１
つ
が
新
市
場
の
開

拓
な
ど
の
目
標
設
定
や
、
危
機
管
理
な
ど
の
よ

う
に
、
将
来
へ
の
課
題
と
い
っ
て
も
よ
い
「
形

成
型
の
問
題(

探
す
問
題
や
創
る
問
題)｣

で
す
。

と
か
く
問
題
と
い
う
と
前
者
が
ク
ロ
ー
ア
ッ
プ

さ
れ
ま
す
が
、
こ
の
種
の
問
題
は
、
仕
事
を
あ

ま
り
知
ら
な
い
新
入
職
員
で
も
誰
で
も
が
わ
か

る
問
題
と
い
え
ま
す
。
も
う
一
方
後
者
は
「
問

題
意
識
が
な
け
れ
ば
見
え
な
い
問
題｣

と
も
い

え
、
少
な
く
て
も
管
理
者
な
り
リ
ー
ダ
ー
と
い

わ
れ
る
立
場
に
あ
る
な
ら
、
現
場
で
起
こ
っ
て

い
る
ト
ラ
ブ
ル
の
処
理
な
ど
に
つ
い
て
は
現
場

を
よ
く
知
っ
て
い
る
主
査
な
ど
に
任
せ(

も
ち

ろ
ん
サ
ポ
ー
ト
は
忘
れ
な
い)

、
出
来
れ
ば
後

者
の
問
題
解
決
に
向
け
た
視
点
を
持
ち
た
い
も

の
で
す
。
同
じ
状
態
に
お
か
れ
な
が
ら
も
、
片

や
問
題
と
感
じ
る
人
が
い
る
一
方
で
、
全
く
そ

れ
を
感
じ
な
い
な
ど
は
、
こ
の
「
問
題
意
識｣

の
有
無
に
よ
る
も
の
で
す
。
で
す
か
ら
私
は
そ

う
し
た
時
に
は
「
問
題
が
な
い
と
い
う
あ
な
た

が
問
題
な
の
で
は｣
と
切
り
返
し
た
り
し
ま
す
。

　
そ
う
な
ら
な
い
為
に
も
し
っ
か
り
と
し
た

「
問
題
を
と
ら
え
る
目｣
、よ
り
深
く
い
え
ば「
本

質
追
求
の
目｣

を
持
つ
こ
と
で
す
。
実
は
物
事

を
み
る
場
合
に
次
の
３
つ
の
「
み
る｣

が
あ
り

ま
す
。
１
つ
は
「
見
る｣

で
、「
物
事
を
漠
然
と

捉
え
る
こ
と｣

を
い
い
ま
す
。
２
つ
は
「
視
る｣

で
す
。
こ
れ
は
「『
本
当
に
こ
の
や
り
方
が
ベ

ス
ト
な
の
か
？
』
な
ど
と
「
問
題
意
識
を
も
っ

て
物
事
を
み
る
こ
と｣

と
い
え
る
で
し
ょ
う
。

で
も
可
能
な
ら
、
そ
れ
を
も
う
一
つ
ス
テ
ッ
プ

ア
ッ
プ
し
た
「
観
る｣

ま
で
高
め
た
い
も
の
で

す
。
こ
れ
こ
そ
が
「
本
質
を
追
求
す
る
目｣

と

い
え
る
も
の
で
す
。
そ
の
為
に
は
「
当
た
り
前

を
疑
う｣

と
い
う
発
想
を
持
つ
自
分
達
で
あ
り

た
い
。
と
か
く
Ｊ
Ａ
の
よ
う
に
歴
史
が
長
く
、

規
模
が
大
き
く
な
る
と
こ
の
視
点
が
薄
れ
が
ち

と
な
る
の
で
要
注
意
で
す
。そ
し
て
常
に
改
善
、

改
良
、
革
新
な
ど
を
す
る
こ
と
で
「
ト
ク
、
ラ

ク
を
追
及
す
る
こ
と｣

。
更
に
も
う
一
つ
は
、

自
分
だ
け
の
目
で
は
な
く
、
相
手
の
立
場
で
と

ら
え
る
目
や
他
人
の
知
恵
を
借
り
る
な
ど
「
他

人
の
目
も
大
切
に
す
る
こ
と｣

で
す
。
そ
し
て

俯
瞰
的
に
物
事
を
み
る
癖
を
つ
け
る
こ
と
も
重

要
で
す
。

　
い
か
が
で
し
ょ
う
か
？
そ
う
し
て
問
題
へ

の
向
き
合
い
方
と
し
て
問
わ
れ
る
の
が
「
主

体
性｣

で
す
。
そ
れ
に
は
「
こ
れ
は
自
分
に
関

係
が
な
い｣

と
す
る
「
他
人
事
意
識｣

と
、

「
こ
れ
は
こ
う
な
っ
て
い
る
の
が
当
た
り
前｣

と
す
る
「
思
い
た
が
り
傾
向｣

を
払
拭
す
る
こ

と…

こ
の
２
つ
が
組
織
に
お
け
る
”
問
題
を

阻
む
壁
“
と
い
え
ま
す
。
そ
れ
に
は
「
精
神

面
で
は
『
周
囲
の
環
境
に
流
さ
れ
な
い
』｣

と

い
う
強
い
気
持
ち
と
、
も
う
一
つ
は
「
行
動

面
で
は
『
自
ら
、
働
き
か
け
る
』｣

と
い
う
積

極
さ
が
求
め
ら
れ
ま
す
。
総
じ
て
他
の
民
間

企
業
等
と
比
較
を
す
る
と
Ｊ
Ａ
職
員
は
こ
の

視
点
が
弱
い
よ
う
に
感
じ
ま
す
。

　
Ｊ
Ａ
き
た
そ
ら
ち
の
職
員
の
皆
さ
ん
に
は

「
あ
な
た
自
身
の
為
に
も
そ
う
な
っ
て
欲
し
く

な
い｣…

あ
え
て
そ
の
期
待
を
こ
め
て
の
発
信

で
す
。
何
故
な
ら
、
も
し
そ
れ
か
ら
外
れ
て
い

る
と
し
た
ら
「
流
さ
れ
た
働
き
方｣

に
な
っ
て

い
る
可
能
性
が
高
い
か
ら
で
す
。
求
め
ら
れ
る

”自
律
型
人
財
“
に
な
る
為
に
も
、
こ
ん
な
約

束
を
し
ま
せ
ん
か
。「
あ
な
た
の
抱
え
て
い
る

問
題
点
は
？｣

と
訊
か
れ
た
ら
、「
私
の
抱
え
て

い
る
問
題
点
は
Ａ
と
Ｂ
と
Ｃ
で
す
。
と
り
わ
け

Ａ
に
つ
い
て
は
い
つ
い
つ
ま
で
に｣

く
ら
い
は

即
答
で
き
る
人
で
あ
る
こ
と
を
。

石田邦雄の石田邦雄の石田邦雄の石田邦雄の 農業紡ぎ愛農業紡ぎ愛農業紡ぎ愛農業紡ぎ愛 第10回第10回
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ＪＡ北海道中央会顧問弁護士（入管届出済弁護士）
社会保険労務士
杉田　昌平

　第1部でご説明した在留資格制度の特徴を踏まえて、外国人材を採用する際の注意点
をご説明したいと思います。

（1）在留資格の確認
　外国人材を採用する際は、まず、在留カードの原本の提示を求めて、農業で働くこと
ができる在留資格を有しているか、確認をしてください。

（入管庁ウェブサイト）
　このように、在留カードには在留資格の種類と就労の可否が書いてあります。まず、
この在留カードを確認して、農業で働くことができる在留資格を有する方かを確認して
ください。

（入管庁ウェブサイト）

１ 外国人材を採用する際に注意すべきポイント

第２部

コロナ禍における外国人材を
雇用する際の注意ポイント
コロナ禍における外国人材を
雇用する際の注意ポイント
コロナ禍における外国人材を
雇用する際の注意ポイント
コロナ禍における外国人材を
雇用する際の注意ポイント

コラム

（14）ＪＡきたそらちＪＡきたそらち



　資格外活動の許可を得て働く外国人材を採用する場合には、在留カードの裏面の下の
欄に「許可：原則週28時間以内･風俗営業等の従事を除く」と記載されているか確認し
てください。この許可の記載があれば、資格外活動の許可を得ていることが確認できます。
　在留カードを確認したことを記録化するために、コピーを取得しておくことが望まし
いです。

（２）在留カードの真正か否かの確認
　残念ながら、現在の日本では、この在留カードは、偽造された在留カードが相当数出
回っています。そのため、在留カードが本物かどうかを確認する必要があります。そこで、
法務省が公開している「在留カード等番号失効情報照会」を使い、提示を受けた在留カ
ードか本物かを確認します。

（URL：https://lapse-immi.moj.go.jp/ZEC/appl/e0/ZEC2/pages/FZECST011.aspx）

　この失効情報照会に在留カード等の番号と在留カード等有効期間を入力するとその在
留カードが現在有効か否かの結果が表示されます。
　これにより、提示を受けた在留カードが真正なものか、偽造されたものかがわかります。
そのため、この失効情報照会を行った結果についても、確認を行ったことを記録化する
ために、出力するかデータで保管するようにすることが望ましいです。
　なお、この失効情報照会によって偽造在留カードが完璧に見抜けるかというと、そう
ではないことに注意してください。現在出回っている偽造在留カードの中には、有効な
在留カード番号を使い回した偽造在留カードが相当数出回っています。
　失効情報照会では在留カード等番号と在留カード等有効期間しか入力しませんので、

提示を受けた在留カードに記載された外国人の氏名や顔写真が本物であることまでは確
認できません。そして、偽造在留カードは、有効な在留カード番号を使い回し、この失
効情報照会を逃れるように作られています。
　そのため、失効情報照会で有効と表示された＝本物の在留カードである、というわけ
ではないという点は、注意が必要です。
　それでは、なぜ、この失効情報照会まで行うかですが、万が一、農業で働くことがで
きない外国人材を雇用してしまい、実際に働いてもらった場合、雇用主が不法就労助長
罪という刑罰に処せられてしまいます。そして、不法就労助長罪は、在留資格がないこ
とについて過失がない場合には処罰されません。この「過失がない」ことを後日立証す
ることができるようにするため、在留カードの確認や失効情報照会を行い、記録化して
おくためです。
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２ 雇用状況の届出

　外国人材を雇い入れた後は、雇用状況の届出を行います。雇用保険の対象の方の場合、
雇用保険の資格取得届出がこの雇用状況の届出を兼ねますが、雇用保険の対象ではない
外国人材を採用した場合（例：アルバイトなど）、別途ハローワーク宛てに届出が必要です。

（厚生労働省ウェブサイト）

　この雇用状況の届出の届出事項について、今年の3月に改正が行われ、在留カード番
号を届出るようになりました。
　これは、偽造在留カードで在留カード番号が使い回されていることの対策として、在
留カード番号で名寄せできるデータを集めて摘発に活用することが想定されていると思
われます。実際に、外国人材の受入れ・共生に関する関係閣僚会議で決定された2020年
12月20日付「外国人材の受入れ・共生のための総合的対応策（改訂）」では、施策番号
147番で「令和２年３月から在留カード番号が追加される外国人雇用状況届出情報を活
用して、外国人の就労状況の正確な把握、効率的な摘発のための偽装滞在者等の特定を

　資格外活動の許可を得て働く外国人材を採用する場合には、在留カードの裏面の下の
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法務省が公開している「在留カード等番号失効情報照会」を使い、提示を受けた在留カ
ードか本物かを確認します。

（URL：https://lapse-immi.moj.go.jp/ZEC/appl/e0/ZEC2/pages/FZECST011.aspx）

　この失効情報照会に在留カード等の番号と在留カード等有効期間を入力するとその在
留カードが現在有効か否かの結果が表示されます。
　これにより、提示を受けた在留カードが真正なものか、偽造されたものかがわかります。
そのため、この失効情報照会を行った結果についても、確認を行ったことを記録化する
ために、出力するかデータで保管するようにすることが望ましいです。
　なお、この失効情報照会によって偽造在留カードが完璧に見抜けるかというと、そう
ではないことに注意してください。現在出回っている偽造在留カードの中には、有効な
在留カード番号を使い回した偽造在留カードが相当数出回っています。
　失効情報照会では在留カード等番号と在留カード等有効期間しか入力しませんので、

提示を受けた在留カードに記載された外国人の氏名や顔写真が本物であることまでは確
認できません。そして、偽造在留カードは、有効な在留カード番号を使い回し、この失
効情報照会を逃れるように作られています。
　そのため、失効情報照会で有効と表示された＝本物の在留カードである、というわけ
ではないという点は、注意が必要です。
　それでは、なぜ、この失効情報照会まで行うかですが、万が一、農業で働くことがで
きない外国人材を雇用してしまい、実際に働いてもらった場合、雇用主が不法就労助長
罪という刑罰に処せられてしまいます。そして、不法就労助長罪は、在留資格がないこ
とについて過失がない場合には処罰されません。この「過失がない」ことを後日立証す
ることができるようにするため、在留カードの確認や失効情報照会を行い、記録化して
おくためです。

進める。」と明記されています。
　そのため、雇用状況の届出の忘れないことも大切ですが、先ほどの採用のプロセスを
適切に守って頂くことが大切です。
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３ 人材派遣について

　在留カード等を確認するのは、人材派遣会社等を利用している場合であっても行わな
くてはいけません。なぜなら、不法就労助長罪は雇用関係を犯罪の要件としていないので、
人材派遣の派遣先として受け入れた場合であっても、不法就労助長罪の罪に問われる危
険があるからです。
　「派遣会社を通しているから安心」といった感覚は持たずに、適切に確認手続を行うこ
とが大切です。

まとめ

　細かい点を述べて、外国人材の採用は面倒だと思われたかもしれません。しかし、慣
れてしまえばルーティンでできます。そして、そういった負担を負ってでも、活力ある
新興国の働く手が来てくれるのは、日本の農業の未来を明るくすることにつながるので
はないでしょうか。
　新型コロナウイルス感染症で、今は新規の入国は難しいかもしれません。しかし、こ
の機会に外国人材の雇用への理解を深めて頂き、渡航が再開したときに、より多くの外
国人材の採用がされると、平素、東南アジアの大学に教え子がいる筆者としては嬉しい
限りです。

杉田弁護士の略歴

杉田　昌平
弁護士(JA北海道中央会顧問)

(入管法施行規則に基づく届出済弁護士)
社会保険労務士

センチュリー法律事務所(東京)
東京弁護士会
■経歴
　2007年3月に慶應義塾大学法学部を卒業し、2011年12月にセンチュリー法律事務所に入所。その後、
名古屋大学やハノイ法科大学で特任講師や客員研究員に就任。
　本年10月にＪＡ北海道中央会主催による特定技能研修会で講演。
■主な業務分野
　入管業務、知的財産法、事業再生、コンプライアンス、紛争処理等

進める。」と明記されています。
　そのため、雇用状況の届出の忘れないことも大切ですが、先ほどの採用のプロセスを
適切に守って頂くことが大切です。
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　本年９月６日で北海道胆振東部地震の発生から丸２年が経ちました。
　ＪＡグループ北海道では、２年前の大災害を風化させないよう、毎年９月６日をＪ
Ａグループ北海道「防災の日」と定め、改めてＪＡ・組合員の防災意識の向上や今後
の災害への備え、施設補強、自家発電機の一斉点検等の推進を致します。また、９月
１日から９月６日を「防災期間」として位置付け、全道の組合員に呼びかけ、自家
発電機やハウス等の一斉点検に取り組んでいただきました。
　新型コロナウイルスの影響を受け、感染防止対策に取り組むだけでなく、地震や
台風などの自然災害に対する危機意識や防災意識を高めることも、安全安心に暮ら
す上で、また日々の営農においても必要不可欠です。
　ＪＡグループ北海道では、今後も予測不能な災害に備えるため、防災対策を推進していきます。

　

JAグループ通信
ＪＡ北海道中央会

ＪＡ北海道信連
　ＪＡと北海道信連との間で相互に職員を出向派遣
させる、人事交流を平成２２年度から実施していま
す。先ごろ、第５回の人事交流（２年間）が終了し
ました。今回は、ＪＡ北ひびき１名、ＪＡ鹿追町１名
の職員が北海道信連へ、北海道信連から各ＪＡに１
名ずつの職員が出向する形で人事交流を行いまし
た。これらの人事交流を通じ
て、ＪＡバンク北海道の体制・
機能強化と人材育成を図るこ
ととしています。

ＪＡ共済連北海道
　近年の、道路運送車両法の運用見直しに伴い、農
耕用トラクターに作業機を装着した場合でも、条件を
満たせば公道を走行できるように緩和されました。
　ただし、走行時には作業機の後方面に規制緩和対
象であることの『制限標識』を表示することが必要
となります。そこで、ＪＡ共済連では、『運行速度時
速１５キロ以下』などと記載された『制限標識』を配
布する事と致しました。これ
により、接触事故・死亡事故
の防止やトラクターの安全な
走行に寄与出来ることを期待
しております。

ホクレン
　ホクレンとカルビー株式会社は8月 5日、馬鈴しょ
をはじめとする北海道産農産物の振興に向けた包括連
携協定の調印式を札幌で開きました。式では、ホクレ
ンの篠原末治会長（写真右）、カルビーの伊藤秀二
社長がそれぞれ、双方の強みを生かした事業展開に
向けた意欲を語り、その
第一弾として、ホクレンの
「よくねたいも」を原料
に開発したポテトチップス
の新商品の発売を発表し
ました。

ＪＡ北海道厚生連
　組合員ならびに地域住民の皆様の生命と健康を
守るため、本会事業の積極的な啓蒙推進を図るこ
とを目的として、広報誌「すまいる」を発行しており
ます。
　年３回発行しており、様々な医療・健康情報を発
信しております。
　ホームページにも
バックナンバーを掲載
しておりますので、是
非ご一読ください。

　ＪＡグループ北海道の連合会・中央会の活動内容
を紹介します。各団体の詳しい取り組み内容はＷＥ
Ｂサイトをご覧ください。
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クロスワードクイズ
提供元：クロスワード.jp

九月俳句九月俳句九月俳句

8月号の正解は
「トウキビ」 でした。
正解者の中から抽選で３名が選ばれました。

深 川 市　　岡田　征雄　様
深 川 市　　佐藤　智子　様
幌加内町　　中西久美子　様

【送り先】〒074-0022　深川市北光町１丁目10番10号
　　　　 ＪＡきたそらち総合企画室企画広報課　　 ＦＡＸの場合は 0164-22-8611

【ホームぺージ応募フォーム】 URL：http://www.ja-kitasorachi.com/application_form/
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自分から見て父や母の男兄弟
のこと
植物の花や葉を支える部分

1

4

5

7
9
11
12

13
15
16

18

20

21

23

24

25

手を使ってする時の手のかっこう
や動かし方、慣れた○○○
海のミルクとも言われる貝の一種、
オイスター
災難が過ぎてもすぐに次の災難が起き
ること、○○○○去ってまた○○○○
虫を入れるカゴ
北の反対の方角
神道における神に関する祭りごと
ある一定の期間、またあることを
行う時
追試験の略
牛乳や雪、雲の色
ブナ科の落葉樹で、イガに包まれ
た実は菓子などに使われる
祭りなど、人を集めて行うさまざ
まな行事やイベント
前もって防ぐこと、インフルエン
ザの○○○接種
私設の学問・技芸などを学ぶところ、
学習○○○、そろばん○○○など
神経の障害により体のしびれや運
動・知覚がきかなくなること
翼とくちばしを持ち体が羽毛で覆
われている動物の総称
一年のうちで最も雨の降り続く時
期・季節のこと

【ヨコのカギ】

正解者の中から抽選で3名様に農協全国商品券をプレゼント。ホームページ応募フォ
ーム・ハガキ・ＦＡＸで①クイズの答え②住所、氏名、年齢③身近な出来事④農協だよ
りに対するご意見ご要望を記入の上ご応募下さい。
締切10月31日消印有効で当選者とクイズの答えは12月号に掲載します。

●
雨
竜
俳
句
会

　
紫
陽
花
が
が
れ
き
の
山
を
見
て
を
り
ぬ
　
　
　
有
田
　
茉
莉

　
蕎
麦
か
っ
て
虫
の
浄
土
と
な
り
に
け
り
　
　
　
大
林
ア
ヤ
子

　
ラ
ム
ネ
玉
コ
ロ
ナ
の
話
に
つ
ま
り
ぐ
せ
　
　
　
北
川
　
満
江

　
巣
ご
も
り
の
窓
を
横
切
る
流
れ
星
　
　
　
　
　
小
山
　
邦
男

　
盆
勤
め
白
寿
の
母
も
経
を
読
む
　
　
　
　
　
　
松
木
　
五
月

　
初
孫
は
画
面
の
向
こ
う
盆
休
み
　
　
　
　
　
　
宮
武
め
ぐ
み

　
幼
子
に
戻
り
秋
蝶
追
う
ハ
ウ
ス
　
　
　
　
　
　
吉
見
サ
ヨ
子

●
「
道
」
俳
句
会
　北
竜
支
部

　
空
知
野
の
空
や
拡
が
る
稲
筵
　
　
　
　
　
　
　
山
本
　
玲
子

　
銘
柄
の
当
て
っ
こ
楽
し
む
稲
雀
　
　
　
　
　
　
阿
部
れ
い
子

　
唐
黍
の
初
物
ま
た
も
獣
等
に
　
　
　
　
　
　
　
吉
尾
　
広
子

　
黄
熱
の
稲
が
吐
息
を
こ
ぼ
す
闇
　
　
　
　
　
　
山
岸
　
正
俊

　
朝
顔
や
十
年
来
の
色
保
つ
　
　
　
　
　
　
　
　
山
下
　
好
晴

　
白
百
合
の
心
地
良
き
香
の
朝
が
来
る
　
　
　
　
高
田
　
紀
子

　
あ
き
つ
舞
う
い
つ
の
間
に
や
ら
夫
婦
な
り
　
　
中
島
　
雅
子

●
土
筆
俳
句
会

　
鬼
灯
や
別
れ
の
言
葉
口
ご
も
る
　
　
　
　
　
　
高
尾
美
津
子

　
山
く
だ
る
と
ん
ぼ
の
赤
く
な
る
途
中
　
　
　
　
池
田
　
美
知

　
亡
き
師
の
句
碑
訪
ふ
旅
や
蝉
時
雨
　
　
　
　
　
坂
本
　
朱
実

　
子
に
逢
え
ず
墓
に
も
行
け
ず
秋
彼
岸
　
　
　
　
山
川
　
輝
子

　
流
れ
星
願
ひ
言
ひ
切
る
事
の
な
く
　
　
　
　
　
南
川
冨
美
子

　
明
星
を
宿
せ
し
子
ら
に
秋
夕
焼
　
　
　
　
　
　
佐
藤
英
三
子

　
最
北
の
杉
山
は
秋
留
萌
線
　
　
　
　
　
　
　
　
小
橋
　
厚
子

A B C

1 2 3 3 4

5 6

7 8 9 10

11 12 14

17 13 14 17 15

16 17 18 19 22

20 24 21 22

23 24 25

C

A

B
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１．関係団体等諸会議について
２．組合員の加入脱退について
３．財務報告及び事業実績について
４．固定資産の修繕について
５．反社会的勢力等との取引状況について
６．マネーローンダリング等の取引状況について
７．令和2年度　第2四半期 コンプライアン

ス事故報告について
８．職員の人事及び業務事故について 
９．金融ADR制度にかかる相談・苦情対応状

況の定期報告について  
10．貸出金の貸付報告について
11． JA共済相談・苦情等対応状況に係る定期

報告について

12．R2年度　経営所得安定対策の申請状況に
ついて

13．R2年度　品目横断的販売促進緊急対策事
業（うち地域の創意による販売促進事業）

の取り組みについて
14．家賃支援給付金について
15．令和2年産　うるち米・もち米全道共計

概算金について
16．主要農産物の生育概況（8月15日現在）

について
17．令和2年産　そばの出荷状況について
18．畜産物の販売状況について
19．青果・花き販売集荷実績について
20．肥料奨励金の支払いについて
21．経済部事業実績について

議案第１号　組合員の出資金持分譲渡について
議案第２号　令和2年度　上半期決算について
議案第３号　規程の一部改正について
議案第４号　寒冷地手当の支給について
議案第５号　貸出金の貸付について

議案第６号　令和2年産米の取り扱いについて
議案第７号　令和2年産「玄そば・小豆・大

豆」の取り扱いについて
議案第８号　令和2年産米に係るJA概算金の

設定について

提
出
議
案

１．営農センターの増築について協
議
事
項

組合員の動き
（令和２年8月末日）

正組合員

准組合員

正組合員戸数

個人
団体
個人
団体

1,349
89

5,906
314
966

当月末
54
0

197
18
23

脱退
14
3
63
1
1

加入
1,389
86

6,040
331
988

当期首

JAきたそらち太陽光発電所　発電実績

発電電力

○令和２年８月実績

計画対比　　＋

前年対比　　＋

57,118kWh 発電電力

○累計（R1.12～R2.８）

430,636kWh
9,865kWh

3,640kWh

計画対比　 ＋

前年対比　 ＋

99,537kWh

1,407kWh

報
　告
　事
　項

第９回理事会 〈令和2年9月1日開催〉 以下の事項について決議・承認されました
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金融共済部 共済課からのお知らせ

（22）ＪＡきたそらちＪＡきたそらち


